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（2024年度体育祭 黄色）

☆ 81期（琥珀の会）による桐朋ソング特集！
　 学園歌・応援歌をはじめ、各学年伝統の応援歌をご紹介します！
☆ 11月29日（土）　ホームカミングデー開催！
　 �今年は新しい試みとして、現役生徒の学校生活を垣間見ることのできる日程・プログラムになっています！

是非、足をお運びください！
☆ 今号では、役員を集合写真ではなく、誌面全体に散りばめました。見つけてみてください！
★ 来年度2026年11月15日合同同窓会開催！！
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桐
朋
生
は
永と

こ
し
え久

に

同
期
会
・
Ｏ
Ｇ
会
が
桐
朋
会
の
活
性
化
に

�

桐
朋
会
会
長
　
千
葉
裕
子
（
三
〇
期
白
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
期
間
が
嘘
の
よ
う

に
、
母
校
の
桐
朋
女
子
中
高
等
学
校
に
も

活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
感
じ
た
の
は
、
今
年
度
の
体
育
祭
で

し
た
。（
二
〇
二
五
年
五
月
二
八
日
）

　
卒
業
生
と
し
て
、
体
育
祭
は
観
戦
し
て

い
る
だ
け
で
一
気
に
自
分
が
そ
の
頃
に
引

き
戻
さ
れ
る
感
覚
に
な
り
ま
す
。
選
手
数

が
減
り
、
対
抗
戦
に
緊
張
感
が
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
は
、
余
計
な

お
世
話
に
終
わ
り
ま
し
た
。
真
剣
に
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
姿
に
は
、
バ
ッ
ク
に

学
年
を
背
負
い
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
の
は
当

た
り
前
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
良
い
緊
張
感

が
あ
り
ま
し
た
。
組
数
が
減
っ
た
と
は
い

え
、
種
目
の
数
が
減
る
こ
と
は
な
く
、
ど

の
種
目
も
選
手
の
姿
や
表
情
に
は
逞
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
体
育
祭
は
、
声
を
出
さ

な
い
応
援
や
、
密
に
な
ら
な
い
隊
列
で
、

そ
の
先
の
体
育
祭
の
在
り
方
に
影
響
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
さ
す
が
桐
朋
生
。
在
校
生
は
、
自
分

達
が
置
か
れ
た
環
境
を
受
け
止
め
、
自
分

達
が
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
臨
ん
で
い

ま
し
た
。そ
の
姿
や
精
神
が
引
き
継
が
れ
、

加
え
て
、
先
生
方
の
ご
指
導
や
、
先
輩
か

ら
体
育
祭
を
熱
く
語
ら
れ
た
り
、
そ
れ
を

参
考
に
自
分
達
が
目
指
す
も
の
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
経
験
や
結
果
は
異
な
っ
て
も
、
桐
朋
魂

は
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

信
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
明
け
た
後
、
多
く
の
同

期
会
情
報
が
桐
朋
会
に
届
き
ま
し
た
。

　
私
も
三
〇
期
の
同
期
会
を
初
め
、
い
く

つ
か
の
同
期
会
に
伺
う
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
の
期
も
ブ
ラ
ン
ク
な
ど
一
切

感
じ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
工

夫
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
ま
さ
に
桐
朋
魂
の
す
ご
さ
、
パ
ワ
ー

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

桐
朋
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
桐
朋
会
は
、

共
有
し
た
時
間
や
場
所
や
事
柄
が
最
も
多

い
同
期
の
皆
さ
ま
が
基
に
な
っ
て
成
り
立

つ
集
ま
り
で
す
。
つ
ま
り
、
同
期
会
の
在

り
方
、
ま
と
ま
り
こ
そ
桐
朋
会
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
同
期
会
の
充
実
や
、
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｇ
会

等
、
母
校
で
あ
る
桐
朋
を
思
う
気
持
ち
を

形
に
す
る
こ
と
が
桐
朋
会
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
、
先
ず
は
同
期
の
つ
な

が
り
や
活
動
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
五
年
一
一
月
二
九
日
（
土
）
は
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
す
。
多
く
の
期
か

ら
の
ご
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

桐
朋
会
名
誉
会
長
　
中
・
高
等
学
校
校
長
　
内
田
美
保
子

　
桐
朋
会
の
皆
さ
ま
、
今
日
は
。

　
今
年
度
、
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校
の

校
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
内
田
美
保

子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
を
ご
存
じ
で
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
桐
朋
で
の
経
歴

を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
四
月
に
国

語
科
教
諭
と
し
て
本
校
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
配
属
さ
れ
た
学
年

は
、
五
〇
期
緑
、
五
一
期
黄
色
、
五
六
期

緑
、
六
一
期
紫
、
六
四
期
赤
、
七
〇
期
赤
、

七
四
期
緑
、
七
七
期
青
、
八
一
期
黄
色
で

す
。
自
分
が
桐
朋
生
で
あ
れ
ば
三
六
期
白

な
の
で
す
が
、白
に
だ
け
は
配
属
さ
れ
ず
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
担
当
ク
ラ
ブ

は
、
初
年
度
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
、
そ
の
後
美
術
部
や
新
聞
部

な
ど
を
経
て
、
こ
の
一
二
年
間
は
音
楽
部

音
楽
班
の
顧
問
で
し
た
。
音
楽
指
導
が
全

く
で
き
な
く
て
も
自
分
の
居
場
所
が
あ
る

と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
、
部
員
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

立
場
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
桐
朋
女
子
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に

思
い
を
馳
せ
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
昔

の
新
聞
『
山
み
ず
』
や
一
〇
年
ご
と
の
記

念
誌
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
、
教
員
と
生

徒
双
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
せ
合
い

（
対
立
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

ぶ
つ
け
合
い
と
い
う
よ
り
浴
び
せ
合
い
）

な
が
ら
進
ん
で
き
た
学
校
な
の
だ
と
い
う

こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
枯
渇
し
て
し
ま
わ
な
い
自

分
た
ち
で
あ
れ
ば
、「
こ
こ
ろ
の
健
康　

か
ら
だ
の
健
康
」
を
体
現
し
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
年
も
五
月
の
体
育
祭
に
、
在
学
当
時

の
学
年
色
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
卒
業
生
が
大
勢
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
最
近
の
学
校
説

明
会
で
学
年
色
の
説
明
を
し
た
際
、「
本

校
の
学
年
色
は
持
ち
上
が
り
で
、
卒
業
す

る
ま
で
続
き
ま
す
。」と
言
っ
て
か
ら
、「
い

や
、
卒
業
後
も
続
き
ま
す
。
学
年
色
は
一

生
も
の
で
す
。」
と
付
け
加
え
る
と
、
笑

い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
笑
い
を
取
る
つ
も

り
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
母
校
愛
は
、
間
違

い
な
く
桐
朋
女
子
の
強
み
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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研精会グループ
私たちのスローガンである

「つなぐ、ひろがる、つづく」とは、
「人と人とを繋ぎ、地域へ広がり、未来へつづく」ことです。

研精会グループホームページ
https://www.kenseikai-group.or.jp/

新樹会ホームページ
https://www.shinzhukai.jp/

〒182-0005 東京都調布市東つつじヶ丘 2-27-1　☎ 03-3308-8281

会長　
山田 多佳子
桐朋29期（青）

電車がある精神科病院電車がある精神科病院
（東京さつきホスピタル）（東京さつきホスピタル） デンマークINNつつじヶ丘デンマークINNつつじヶ丘

「医療・介護・福祉の新時代を切り拓く」「医療・介護・福祉の新時代を切り拓く」ミッション

シリーズ企画
第一弾はこちら！
『事務局』に
フォーカス

シリーズ企画
第一弾はこちら！
『事務局』に
フォーカス

知っているようで知らない方も多い「桐朋会」　
この企画を通じ、皆さまに「桐朋会」を
より身近に捉え知っていただけますように…

シリーズ企画

The「　　　　」 ・会員（桐朋女子高等学校卒業時入会）の動静把握と
会員情報管理（卒業時納入の永久会費で運営されています）
・会報「みずぎり」発行
・会員親睦のための会合開催（ホームカミングデー）
・母校への援助協力
・卒業生の活躍情報共有（SNS 発信 等）

What’s 桐朋会？

学年幹事…各期2～3名学年幹事…各期2～3名 監査…3名監査…3名

事務局…3名事務局…3名

私たちは私たちは

役員…会長含む10名役員…会長含む10名

桐
朋
会
会
員

総会での議決権を持つ各期の代表
　正幹事1名　副幹事１～２名
総会での議決権を持つ各期の代表
　正幹事1名　副幹事１～２名

年 2回の会計監査を担当年 2回の会計監査を担当

毎週木曜日桐朋会ルームで業務毎週木曜日桐朋会ルームで業務

　　　　　　　・毎週木曜日の10時から16時、ポロニア館3階にある
　　　　　　　「桐朋会ルーム」で業務をしています。
　　　　　　・会員情報の管理（変更はホームページより随時受付しています）。
　　　　　・同期会の開催支援業務（学年幹事からの依頼で会員情報の提供をしています）。
　　　　・桐朋会の運営費用会計業務を担っています。
　　　・会員からの各種問い合わせの対応をしています。
　　・幹事総会開催準備をしています（資料印刷・出欠管理・交通費、名札などの対応）。
　・「みずぎり」発送用住所データの修正・作成。
・新会員を迎える準備をしています（説明会日程の調整、資料準備）。

　　　　　　　・毎週木曜日の10時から16時、ポロニア館3階にある
　　　　　　　「桐朋会ルーム」で業務をしています。
　　　　　　・会員情報の管理（変更はホームページより随時受付しています）。
　　　　　・同期会の開催支援業務（学年幹事からの依頼で会員情報の提供をしています）。
　　　　・桐朋会の運営費用会計業務を担っています。
　　　・会員からの各種問い合わせの対応をしています。
　　・幹事総会開催準備をしています（資料印刷・出欠管理・交通費、名札などの対応）。
　・「みずぎり」発送用住所データの修正・作成。
・新会員を迎える準備をしています（説明会日程の調整、資料準備）。

定例会議出席 (原則毎月１回）
幹事総会開催 (年１回）
定例会議出席 (原則毎月１回）
幹事総会開催 (年１回）（永久）

桐朋女子高等学校卒業

シリーズ企画第二弾は
『学年幹事』に
フォーカス

シリーズ企画第二弾は
『学年幹事』に
フォーカス

次回！次回！
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Let’s sing TOHO SongLet’s sing TOHO Song

Let’s sing! 
Let’s sing! 

光の歌、
今すぐ
歌える？

学園歌
の

認知度
55%36%

10%
9%

78%

13%

●今すぐ歌える
●聴いたら分かる
●聴いても分からない

●今すぐ歌える
●聴いたら分かる
●聴いても分からない

春日順治先生 名倉　晰先生
石森　延男 入野　義郎

参考文献：光の歌
・2018年１月31日発行　NO.069桐だより ・山みず　復刻縮刷版　昭和十六年七月～平成三年六月　桐朋女子中・高等学校
・二十周年記念誌　音楽科の教育 ・はろけき方を思うかな～校長コラム～　桐朋女子ホームページ
・お話を伺った先生方　揚原さとみ先生　真鍋希世子先生　ご協力ありがとうございました

光の歌受け継がれてきた数々の歌は桐朋を語る上で欠かせません。 　学園歌の歌詞の意味や２つ存在する理由、全学年の応援歌、その他
豆知識などこれを知ればあなたも　　桐朋ソングマニアになれる！　　　　　

桐朋　プレイリスト!桐朋　プレイリスト!
桐朋学園の
　　　心を紡ぐ学園歌

十周年記念歌
　　春日順治作詞
　　名倉　晣作曲

みんなでうたおうよ
　新垣隆作曲
　TJC作詞

高原寮によせて
　　　　生江義男作詞
　　　　入野義郎作曲

桐朋学園二十周年を祝して
　　　　　　　　　　　藤浦洸作詞
　　　　　　　　　　　名倉晣作曲

どこかでさがしていたものが
桐朋学園創立三十周年記念歌
　小野溶子・木下智子・木村敦子・高橋理緒・
　本橋恵子（高一E）作詞　黒田京子（中二A）

作詞家 作曲家

春日先生が「学校で折に触れて自由に楽しく歌える歌」になることを願ったように、
今後光の歌が桐朋生にとってもっと身近で、集まった時にはみんなで一緒に歌える
ような存在になることを願います！

１番は私たちの学び舎がたたずむ様子、３番（現２番）は無限に広がる生徒の未来を歌っていますが、幻の２番
では生徒の歌が学校に響き渡る様子が歌われています。「学校生活の憩いのひと時は、桐の木の木陰に仲間と集
い歌うとき。その歌声が風に乗り、学校中を明るく返すこだまのようだ」こんな風に解釈できます！今ではほと
んどの人が知らない光の歌の幻の２番ですが、ここには春日先生のみんなが気軽に口ずさめるような校歌になっ
てほしいという思いが垣間見えます！

読解のカギ

歌詞に学年色が入れられている⁉学年色が誕生したのは1950年前後だと言われ
ており、春日先生が考慮されて作られたかは不明ですが、歌詞を見ると６色の
言葉が含まれているので、意図して作詞されたのかもしれません。

光の歌はＭＦや体育祭で歌う機会があります
が、約半数の人しか歌えないというすこし寂
しい結果となりました。

調査している私達も歌ったことがなく、今回初めて触れた歌でした。
以前は体育祭等で歌われていたこともあったそうですが、現在は毎年
発行される「学校だより」に掲載されているものの、歌われる機会は
ほとんどありません。

「はろけき」とは「時間的にも物理的にも、そして
心理的にも遠い先」、桐朋生が抱く希望は遠い所
を見たものであってほしい、大きな夢を抱いてほ
しいという思いが歌詞に込められています。

私達は「響きあひ」という歌詞に、一人ひとりの個性や特技を生かす
桐朋女子の様々な行事のことを思い浮かべました。皆で力を合わせ仲
間と個性が響き合う時、まさに幸せで溢れていると思います！」

校章にもなっている桐の花は、薄紫の
釣り鐘型の花です。ここでは桐の花、
つまり桐朋女子で学んだことや培った
ことを胸に、私達生徒に希望に向かっ
て羽ばたいて欲しいという願いが込め
られているのではないでしょうか。

「武蔵野」という言葉が使われている校歌を多く見かけませんか？武蔵野とは
関東平野の一部のことを指します。武蔵野の雑木林の向こうには富士がみえる
ため、「武蔵野」と「富士」が一緒に歌詞になっていることが多いです。

幻の２番はなぜ消えてしまったの？？
ずばり「３節では長すぎる」という名倉先生のお考えで
初めから歌われることは無かったそうです。

　生徒の歌い易い
音程や音域が考慮し、
清潔感があふれる歌に
　したい！

ちょっと長すぎかも…

　初めての卒業生となる
生徒たちへ何か記念になる
ものを残してあげたい！

第二次世界大戦前から
戦後まで、教科書や少年少女小説を
通して日本語教育に深く関わった

児童文学者！

桐朋学園音楽大学を創設した方！
作曲家で、日本の現代音楽の発展
に貢献したそうです。

まとめ

どんな風景、思いが歌われているの？

学園歌が作られたのは、桐朋学園の創立から20周年を迎えた
昭和36年10月30日です。この日は、男子部や音楽科の関係者、
父兄・卒業生など、桐朋学園に関わる様々な人が来賓し、盛
大に式典が行われました。そして、この日の為に石森延男氏
が作詞、入野義郎氏が作曲を担当して学園歌が作られました。

今年で64歳！

今回調査の中で新たに沢山の歌がみつかりました！見てみると、
桐朋は歌が大好きな学校であることがよくわかりますね。

桐朋女子で誕生した歌

国語の先生をしていた春日順治（かすが じゅんじ）先生が作詞
音楽の先生をしていた名倉晰（なくら あきら）先生が作曲を担当　　

光の歌は1949年9月28日に初めて発表!
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Let’s sing! 
Let’s sing! 

光の歌、
今すぐ
歌える？

学園歌
の
認知度

55%36%

10%
9%

78%

13%

●今すぐ歌える
●聴いたら分かる
●聴いても分からない

●今すぐ歌える
●聴いたら分かる
●聴いても分からない

春日順治先生 名倉　晰先生
石森　延男 入野　義郎

参考文献：光の歌
・2018年１月31日発行　NO.069桐だより ・山みず　復刻縮刷版　昭和十六年七月～平成三年六月　桐朋女子中・高等学校
・二十周年記念誌　音楽科の教育 ・はろけき方を思うかな～校長コラム～　桐朋女子ホームページ
・お話を伺った先生方　揚原さとみ先生　真鍋希世子先生　ご協力ありがとうございました

光の歌受け継がれてきた数々の歌は桐朋を語る上で欠かせません。 　学園歌の歌詞の意味や２つ存在する理由、全学年の応援歌、その他
豆知識などこれを知ればあなたも　　桐朋ソングマニアになれる！　　　　　

桐朋　プレイリスト!桐朋　プレイリスト!
桐朋学園の
　　　心を紡ぐ学園歌

十周年記念歌
　　春日順治作詞
　　名倉　晣作曲

みんなでうたおうよ
　新垣隆作曲
　TJC作詞

高原寮によせて
　　　　生江義男作詞
　　　　入野義郎作曲

桐朋学園二十周年を祝して
　　　　　　　　　　　藤浦洸作詞
　　　　　　　　　　　名倉晣作曲

どこかでさがしていたものが
桐朋学園創立三十周年記念歌
　小野溶子・木下智子・木村敦子・高橋理緒・
　本橋恵子（高一E）作詞　黒田京子（中二A）

作詞家 作曲家

春日先生が「学校で折に触れて自由に楽しく歌える歌」になることを願ったように、
今後光の歌が桐朋生にとってもっと身近で、集まった時にはみんなで一緒に歌える
ような存在になることを願います！

１番は私たちの学び舎がたたずむ様子、３番（現２番）は無限に広がる生徒の未来を歌っていますが、幻の２番
では生徒の歌が学校に響き渡る様子が歌われています。「学校生活の憩いのひと時は、桐の木の木陰に仲間と集
い歌うとき。その歌声が風に乗り、学校中を明るく返すこだまのようだ」こんな風に解釈できます！今ではほと
んどの人が知らない光の歌の幻の２番ですが、ここには春日先生のみんなが気軽に口ずさめるような校歌になっ
てほしいという思いが垣間見えます！

読解のカギ

歌詞に学年色が入れられている⁉学年色が誕生したのは1950年前後だと言われ
ており、春日先生が考慮されて作られたかは不明ですが、歌詞を見ると６色の
言葉が含まれているので、意図して作詞されたのかもしれません。

光の歌はＭＦや体育祭で歌う機会があります
が、約半数の人しか歌えないというすこし寂
しい結果となりました。

調査している私達も歌ったことがなく、今回初めて触れた歌でした。
以前は体育祭等で歌われていたこともあったそうですが、現在は毎年
発行される「学校だより」に掲載されているものの、歌われる機会は
ほとんどありません。

「はろけき」とは「時間的にも物理的にも、そして
心理的にも遠い先」、桐朋生が抱く希望は遠い所
を見たものであってほしい、大きな夢を抱いてほ
しいという思いが歌詞に込められています。

私達は「響きあひ」という歌詞に、一人ひとりの個性や特技を生かす
桐朋女子の様々な行事のことを思い浮かべました。皆で力を合わせ仲
間と個性が響き合う時、まさに幸せで溢れていると思います！」

校章にもなっている桐の花は、薄紫の
釣り鐘型の花です。ここでは桐の花、
つまり桐朋女子で学んだことや培った
ことを胸に、私達生徒に希望に向かっ
て羽ばたいて欲しいという願いが込め
られているのではないでしょうか。

「武蔵野」という言葉が使われている校歌を多く見かけませんか？武蔵野とは
関東平野の一部のことを指します。武蔵野の雑木林の向こうには富士がみえる
ため、「武蔵野」と「富士」が一緒に歌詞になっていることが多いです。

幻の２番はなぜ消えてしまったの？？
ずばり「３節では長すぎる」という名倉先生のお考えで
初めから歌われることは無かったそうです。

　生徒の歌い易い
音程や音域が考慮し、
清潔感があふれる歌に
　したい！

ちょっと長すぎかも…

　初めての卒業生となる
生徒たちへ何か記念になる
ものを残してあげたい！

第二次世界大戦前から
戦後まで、教科書や少年少女小説を
通して日本語教育に深く関わった

児童文学者！

桐朋学園音楽大学を創設した方！
作曲家で、日本の現代音楽の発展
に貢献したそうです。

まとめ

どんな風景、思いが歌われているの？

学園歌が作られたのは、桐朋学園の創立から20周年を迎えた
昭和36年10月30日です。この日は、男子部や音楽科の関係者、
父兄・卒業生など、桐朋学園に関わる様々な人が来賓し、盛
大に式典が行われました。そして、この日の為に石森延男氏
が作詞、入野義郎氏が作曲を担当して学園歌が作られました。

今年で64歳！

今回調査の中で新たに沢山の歌がみつかりました！見てみると、
桐朋は歌が大好きな学校であることがよくわかりますね。

桐朋女子で誕生した歌

国語の先生をしていた春日順治（かすが じゅんじ）先生が作詞
音楽の先生をしていた名倉晰（なくら あきら）先生が作曲を担当　　

光の歌は1949年9月28日に初めて発表!
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41%

36%

23%

●今すぐ歌える
●聴いたら分かる
●聴いても分からない

お話をうかがう中で、「それぞれの桐朋らしさを出して
いってほしい」というメッセージを強く感じました。
この曲が永遠に受け継がれていくことよりも、その時代
時代に合ったものを作っていってほしい、そしてそれを
聞いてみたいとお三方全員が仰っていたのも印象的でした。
　今後、応援歌が時代と共にどのように形を変えていく
　　のか、私たちもとても楽しみです！

現在歌われている
50周年記念に作られた応援歌
現在歌われている
50周年記念に作られた応援歌

現在の応援歌が作られる前に
歌われていた応援歌
現在の応援歌が作られる前に
歌われていた応援歌

Ｑ．作曲を手掛けることになったきっかけを教えて
ください

Ａ．高校２年生の時、音大志望だった私達は音大コー
スの音楽の授業を専攻していました。当時全校
生徒に募集をかけられていた「50周年記念の応
援歌の作曲」がその授業の中で課題として出さ
れたため、２人で一緒に取り組むことにしたの
がきっかけです。

Ｑ．どのようにして曲を制作したのですか？
Ａ．歌いながらピアノの前に座って作曲していきま
した。作曲のノウハウはわからないまでも、音の
拡がりや盛り上がり、Bメロなども考えながら手
探りでやっていました。

Ｑ．作詞のきっかけは…
Ａ．創立50周年に応援歌作詞の募集がかかったことをきっかけです。当時
の体育祭応援歌には、「我ら千五百」という歌詞があり、当時の実際の
生徒数と違うなぁと感じていました。そのため、今の私達の歌を作り
たいと考え、クラスの皆に意見をもらいながら完成させました。

Ｑ．こめた思い…
Ａ．作詞した当時は、体育祭応援歌なので体育祭をイメージし、「激しい
　　闘志」を燃やすことを歌詞に込めたのだと思います。今思うと、社会
　　に出ると、「闘志を燃やす」ことが少なくなるものなので、中高生に
　　今の経験を大切にして欲しいというメッセージになったように感じ
　　ます。

Ｑ．どのような時に歌われたか？
Ａ．私達が高校３年生の時に創作し、卒業後に歌われ始めたものなので、
一度も歌ったことはありません。そのため私達の学年は誰も全然知ら
ないと思います（笑）

Ｑ．桐朋の応援歌が今後どのようであってほしいですか？
Ａ．卒業後、桐朋を訪れた際に私達の作った応援歌が歌われているのを見ました。約30年たった現在でも
歌われ続けていることがとても嬉しいです。しかし私自身、その当時に合った応援歌をという思いで
作ったので、この歌をずっと歌ってほしいというよりは、皆さんにとって納得出来るような、時代時代
に合った応援歌を歌ってほしいなと思います。
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桐朋の応援歌桐朋の応援歌

Ｑ．改めてこの曲を聞いたときにどのように
思いましたか？

Ａ．割とあの頃にしては頑張ったかな？と。ほめて
あげたいですね（笑）そもそもこんなに長く歌い
継がれているというのもなんだか不思議ですね。

Ｑ．今もこの曲が歌われているのをどう思いますか？
Ａ．生徒が作ったものですし２、３年で歌われなく
なるものかと…（笑）自分たちは高２で制作して
実際に歌ったのは高３の体育祭が最初で最後で
すが、今でも歌えるくらい自分の中でも強く印
象に残っていて、耳に残るメロディーを作れた
ということもうれしいです。

Ｑ．この曲の中で好きな歌詞は何ですか？
Ａ．澤井さん：「6色の光を未来に放とう」　
神田さん：「明日の夢をかなえよう」

Ｑ．この曲に対して今後どのようになっていってほ
しいと思いますか？

Ａ．ずっと歌い続けてもらいたいというよりは時代
時代に合わせて今の子供たちに新しい曲を作っ
ていってほしいと思っています。むしろどんな
曲になるのか聞いてみたいですね。

前列左：澤井亜希さん　右：神田智美さん

インタビュー時の様子

桐朋女子の応援歌を
　　知っていますか？

まとめ

今回アンケートをとった結果、
応援歌を歌えない・わからない
という人が４割弱もいることが
分かった。原因としてはコロナ
の影響で体育祭がなかった他、
音楽の授業での歌唱禁止が長
らく続いたことが挙げられる
だろう。
この記事をきっかけに応援歌を
知る人が増えるといいなと思っ
ています。

自分たちの色を出した歌を
　　　作っていってほしい

時代にあった
　応援歌を
　　歌ってほしい

小学校から桐朋に在籍し、
12年間皆勤賞！
中高共にダンス部に所属

関口さんに関するミニ情報

48期（白）関口 真秀さん
にインタビューさせていただきました！！

体育祭の
応援歌の

作詞を手
掛けた

直接作曲した当時の話などを伺えたのでその時の様子を大公開！
神田智美さんと澤井亜希さん

作曲を手掛けたお二人が来校！！せき   ぐち        ま    ほろ
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41%

36%

23%

●今すぐ歌える
●聴いたら分かる
●聴いても分からない

お話をうかがう中で、「それぞれの桐朋らしさを出して
いってほしい」というメッセージを強く感じました。
この曲が永遠に受け継がれていくことよりも、その時代
時代に合ったものを作っていってほしい、そしてそれを
聞いてみたいとお三方全員が仰っていたのも印象的でした。
　今後、応援歌が時代と共にどのように形を変えていく
　　のか、私たちもとても楽しみです！

現在歌われている
50周年記念に作られた応援歌
現在歌われている
50周年記念に作られた応援歌

現在の応援歌が作られる前に
歌われていた応援歌
現在の応援歌が作られる前に
歌われていた応援歌

Ｑ．作曲を手掛けることになったきっかけを教えて
ください

Ａ．高校２年生の時、音大志望だった私達は音大コー
スの音楽の授業を専攻していました。当時全校
生徒に募集をかけられていた「50周年記念の応
援歌の作曲」がその授業の中で課題として出さ
れたため、２人で一緒に取り組むことにしたの
がきっかけです。

Ｑ．どのようにして曲を制作したのですか？
Ａ．歌いながらピアノの前に座って作曲していきま
した。作曲のノウハウはわからないまでも、音の
拡がりや盛り上がり、Bメロなども考えながら手
探りでやっていました。

Ｑ．作詞のきっかけは…
Ａ．創立50周年に応援歌作詞の募集がかかったことをきっかけです。当時
の体育祭応援歌には、「我ら千五百」という歌詞があり、当時の実際の
生徒数と違うなぁと感じていました。そのため、今の私達の歌を作り
たいと考え、クラスの皆に意見をもらいながら完成させました。

Ｑ．こめた思い…
Ａ．作詞した当時は、体育祭応援歌なので体育祭をイメージし、「激しい
　　闘志」を燃やすことを歌詞に込めたのだと思います。今思うと、社会
　　に出ると、「闘志を燃やす」ことが少なくなるものなので、中高生に
　　今の経験を大切にして欲しいというメッセージになったように感じ
　　ます。

Ｑ．どのような時に歌われたか？
Ａ．私達が高校３年生の時に創作し、卒業後に歌われ始めたものなので、
一度も歌ったことはありません。そのため私達の学年は誰も全然知ら
ないと思います（笑）

Ｑ．桐朋の応援歌が今後どのようであってほしいですか？
Ａ．卒業後、桐朋を訪れた際に私達の作った応援歌が歌われているのを見ました。約30年たった現在でも
歌われ続けていることがとても嬉しいです。しかし私自身、その当時に合った応援歌をという思いで
作ったので、この歌をずっと歌ってほしいというよりは、皆さんにとって納得出来るような、時代時代
に合った応援歌を歌ってほしいなと思います。
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Ｑ．改めてこの曲を聞いたときにどのように
思いましたか？

Ａ．割とあの頃にしては頑張ったかな？と。ほめて
あげたいですね（笑）そもそもこんなに長く歌い
継がれているというのもなんだか不思議ですね。

Ｑ．今もこの曲が歌われているのをどう思いますか？
Ａ．生徒が作ったものですし２、３年で歌われなく
なるものかと…（笑）自分たちは高２で制作して
実際に歌ったのは高３の体育祭が最初で最後で
すが、今でも歌えるくらい自分の中でも強く印
象に残っていて、耳に残るメロディーを作れた
ということもうれしいです。

Ｑ．この曲の中で好きな歌詞は何ですか？
Ａ．澤井さん：「6色の光を未来に放とう」　
神田さん：「明日の夢をかなえよう」

Ｑ．この曲に対して今後どのようになっていってほ
しいと思いますか？

Ａ．ずっと歌い続けてもらいたいというよりは時代
時代に合わせて今の子供たちに新しい曲を作っ
ていってほしいと思っています。むしろどんな
曲になるのか聞いてみたいですね。

前列左：澤井亜希さん　右：神田智美さん

インタビュー時の様子

桐朋女子の応援歌を
　　知っていますか？

まとめ

今回アンケートをとった結果、
応援歌を歌えない・わからない
という人が４割弱もいることが
分かった。原因としてはコロナ
の影響で体育祭がなかった他、
音楽の授業での歌唱禁止が長
らく続いたことが挙げられる
だろう。
この記事をきっかけに応援歌を
知る人が増えるといいなと思っ
ています。

自分たちの色を出した歌を
　　　作っていってほしい

時代にあった
　応援歌を
　　歌ってほしい

小学校から桐朋に在籍し、
12年間皆勤賞！
中高共にダンス部に所属

関口さんに関するミニ情報

48期（白）関口 真秀さん
にインタビューさせていただきました！！

体育祭の
応援歌の

作詞を手
掛けた

直接作曲した当時の話などを伺えたのでその時の様子を大公開！
神田智美さんと澤井亜希さん

作曲を手掛けたお二人が来校！！せき   ぐち        ま    ほろ
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Let’s singLet’s sing

青

輝け青！

Team  Color  Song 

黄

紫

白

赤

「青　応援歌」（中３）
代々受け継がれてきた歌✨
歌詞表などは受け継いでおらず
YouTube 等の動画から歌詞を判断したのだとか。
曲名も現在の青が楽譜として配る際に設定したもの！
初めて歌った曲であるため特に思い入れがある楽曲だそうです！

「新応援歌２０２４」（第 13代目青　高１）
その年の応援のテーマ “祭り” をイメージして、
新たに創作したそうです。校内のアンケートでは
「ジブリの曲みたいで好き」との声が多数
寄せられていました！聴いていて胸が高まる
素敵な一曲ですね！

「青　応援歌」（中３）
代々受け継がれてきた歌✨
歌詞表などは受け継いでおらず
YouTube 等の動画から歌詞を判断したのだとか。
曲名も現在の青が楽譜として配る際に設定したもの！
初めて歌った曲であるため特に思い入れがある楽曲だそうです！

「新応援歌２０２４」（第 13代目青　高１）
その年の応援のテーマ “祭り” をイメージして、
新たに創作したそうです。校内のアンケートでは
「ジブリの曲みたいで好き」との声が多数
寄せられていました！聴いていて胸が高まる
素敵な一曲ですね！

✨

▲軽やかながらも熱い思いがこもった
　白らしい一曲。陸上競技に強いのは
　この歌があるからなのかも？

植物や自然の歌詞が
記憶に残りやすかった
上品なメロディーだった

　　　　    昨年度に引き続き、
　　　    今年度も独唱を
　　  　披露した高2赤
　     「荒紅」は独唱＋全体の歌声で
　  構成された赤にとって新たな
  創作曲となります
堂々と歌う姿は圧巻でした！！

応援交歓ではこんなセリフも…

力強い独唱で皆が釘付
けに！！！ 「真紅」は長く受け継がれて

きた曲です
又、四字熟語や韻を踏んだ
フレーズが多く組み込まれ
ているため、とてもリズミ
カルで桐朋生にとって印象
深い曲となっているのかも
しれません、、！！

　　どちらも代々受け継がれる
　応援歌。今年度は初めて自作した
応援交歓でうちわを使った迫力のある
　演技と共に歌われました！

第 1応援歌もありましたが、
現在まで受け継がれている主な曲は
この１曲となっているようです。

まるで本物の
青龍のよう！！

印象的な学年応援交歓ランキングは堂々の

印象的な学年応援交歓ランキングは堂々の

今年はポンポンを使って応援交歓
初挑戦！元気よく歌いました！

学年全員
のぴった

りと

そろった
演技が魅

力的
①第２応援歌
　→代々受け継がれてきている曲。中でも１番は今もよく歌わ
　　れており、緑の学年の代表曲ともいえる。緑の学年の爽や
　　かさと勝利に向けた密かな闘志の現れた力強い1曲です。

①　れもんの歌
　→代々受け継がれてきた曲の一つ。かわいらしい印象も
　　ありながら力強さも兼ね備えている黄色の代表曲とも
　　いえる歌です。
②　獅子の歌
　→アップテンポで力強く勝利まで駆け上るような強さが
　　込められている曲です。これも①同様受け継がれてき
　　ている曲の1つです。
③　13代目黄色応援歌
　　→13代目黄色が高3の体育祭応援交歓に向けて作った
　　　曲です。13代目黄色の絆と６年間を振り返り、その
　　　集大成を発揮できるように思いを込めました。

アームカバーをうまく利用して
振付を華やかに魅せる！白 

の
応
援
歌
と

い
え
ば
こ
の
曲
！
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紫第一応援歌紫第一応援歌
希望に満ちた心と夢に見たこの日
辿り着いたこの場所
今咲き誇れ我らの闘志
輝く希望と勝利のために

希望に満ちた心と夢に見たこの日
辿り着いたこの場所
今咲き誇れ我らの闘志
輝く希望と勝利のために

緑
第 2応援歌第 2応援歌
１．見渡すとそこには緑　さざめく木立ちと　
　　波打つ稲穂　みんなでともに緑の丘を　
　　風かおる五月　われら実りのとき
２．見上げるとそこには緑　きらめく木漏れ陽　
　　さざめく青葉　希望は緑の風に包まれ　
　　風かおる五月　われら勝利のとき

１．見渡すとそこには緑　さざめく木立ちと　
　　波打つ稲穂　みんなでともに緑の丘を　
　　風かおる五月　われら実りのとき
２．見上げるとそこには緑　きらめく木漏れ陽　
　　さざめく青葉　希望は緑の風に包まれ　
　　風かおる五月　われら勝利のとき

れもんの歌れもんの歌
若い力は　青空に映え
光のように　突き進む
勝利を目指して　燃え上がる
我らの心の　その奥の
大きな希望　れもんの色の

若い力は　青空に映え
光のように　突き進む
勝利を目指して　燃え上がる
我らの心の　その奥の
大きな希望　れもんの色の 獅子の歌獅子の歌

獅子のように　駆け抜けて　
熱き心　今 1つになる
命かけて咲き誇り　われら大地を黄で染める

獅子のように　駆け抜けて　
熱き心　今 1つになる
命かけて咲き誇り　われら大地を黄で染める

13代目黄色応援歌13代目黄色応援歌
遠くに見えた未来は　気づけばここに迫りくる　
（気づけばここに迫りくる）
振り返らずに　走り続ける　光への道を　
仲間とともに歩んだ日々を胸に（胸に）
輝く瞳と　絆を信じて

遠くに見えた未来は　気づけばここに迫りくる　
（気づけばここに迫りくる）
振り返らずに　走り続ける　光への道を　
仲間とともに歩んだ日々を胸に（胸に）
輝く瞳と　絆を信じて

いろとりどりの　校庭に（校庭に）　
勝つと信じて　飛び跳ね躍る
明るく輝く　我らの色
見よ　青い森　武蔵野の
見よ　青い水　多摩川の
見よ　富士山の青いはだ

いろとりどりの　校庭に（校庭に）　
勝つと信じて　飛び跳ね躍る
明るく輝く　我らの色
見よ　青い森　武蔵野の
見よ　青い水　多摩川の
見よ　富士山の青いはだ

彼方に伝わる　青き伝説を
今呼び覚ませ　煌めく光
燃え盛る炎　　我が色に
雲一つも無い　青空飛び立ち舞う
空も大地も　　追い風となり
掴み取れ　　　我ら勝利

彼方に伝わる　青き伝説を
今呼び覚ませ　煌めく光
燃え盛る炎　　我が色に
雲一つも無い　青空飛び立ち舞う
空も大地も　　追い風となり
掴み取れ　　　我ら勝利

紫第二応援歌紫第二応援歌
飛び行く紫龍の速さより
　　勢い強く飛び行く我ら
　　　　鱗に輝く希望と共に
　　　　　　勝利に向かって突き進め

飛び行く紫龍の速さより
　　勢い強く飛び行く我ら
　　　　鱗に輝く希望と共に
　　　　　　勝利に向かって突き進め
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他学年からの印象

この写真は13代目緑の方が
高3の時の応援交歓の写真
です。鮮やかな衣装に力強い
演技に引き込まれました！

1位！！

『誇りを胸に花咲かせ　
　　ここに輝け黄色の魂！』
『誇りを胸に花咲かせ　
　　ここに輝け黄色の魂！』

他 2曲もご紹介！

「青　応援歌」（中３）
代々受け継がれてきた歌✨
歌詞表などは受け継いでおらず
YouTube 等の動画から歌詞を判断したのだとか。
曲名も現在の青が楽譜として配る際に設定したもの！
初めて歌った曲であるため特に思い入れがある楽曲だそうです！

「新応援歌２０２４」（第 13代目青　高１）
その年の応援のテーマ “祭り” をイメージして、
新たに創作したそうです。校内のアンケートでは
「ジブリの曲みたいで好き」との声が多数
寄せられていました！聴いていて胸が高まる
素敵な一曲ですね！
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Let’s sing TOHO SongLet’s sing TOHO Song

Let’s singLet’s sing

青

輝け青！

Team  Color  Song 

黄

紫

白

赤

「青　応援歌」（中３）
代々受け継がれてきた歌✨
歌詞表などは受け継いでおらず
YouTube 等の動画から歌詞を判断したのだとか。
曲名も現在の青が楽譜として配る際に設定したもの！
初めて歌った曲であるため特に思い入れがある楽曲だそうです！

「新応援歌２０２４」（第 13代目青　高１）
その年の応援のテーマ “祭り” をイメージして、
新たに創作したそうです。校内のアンケートでは
「ジブリの曲みたいで好き」との声が多数
寄せられていました！聴いていて胸が高まる
素敵な一曲ですね！

「青　応援歌」（中３）
代々受け継がれてきた歌✨
歌詞表などは受け継いでおらず
YouTube 等の動画から歌詞を判断したのだとか。
曲名も現在の青が楽譜として配る際に設定したもの！
初めて歌った曲であるため特に思い入れがある楽曲だそうです！

「新応援歌２０２４」（第 13代目青　高１）
その年の応援のテーマ “祭り” をイメージして、
新たに創作したそうです。校内のアンケートでは
「ジブリの曲みたいで好き」との声が多数
寄せられていました！聴いていて胸が高まる
素敵な一曲ですね！

✨

▲軽やかながらも熱い思いがこもった
　白らしい一曲。陸上競技に強いのは
　この歌があるからなのかも？

植物や自然の歌詞が
記憶に残りやすかった
上品なメロディーだった

　　　　    昨年度に引き続き、
　　　    今年度も独唱を
　　  　披露した高2赤
　     「荒紅」は独唱＋全体の歌声で
　  構成された赤にとって新たな
  創作曲となります
堂々と歌う姿は圧巻でした！！

応援交歓ではこんなセリフも…

力強い独唱で皆が釘付
けに！！！ 「真紅」は長く受け継がれて

きた曲です
又、四字熟語や韻を踏んだ
フレーズが多く組み込まれ
ているため、とてもリズミ
カルで桐朋生にとって印象
深い曲となっているのかも
しれません、、！！

　　どちらも代々受け継がれる
　応援歌。今年度は初めて自作した
応援交歓でうちわを使った迫力のある
　演技と共に歌われました！

第 1応援歌もありましたが、
現在まで受け継がれている主な曲は
この１曲となっているようです。

まるで本物の
青龍のよう！！

印象的な学年応援交歓ランキングは堂々の

印象的な学年応援交歓ランキングは堂々の

今年はポンポンを使って応援交歓
初挑戦！元気よく歌いました！

学年全員
のぴった

りと

そろった
演技が魅

力的
①第２応援歌
　→代々受け継がれてきている曲。中でも１番は今もよく歌わ
　　れており、緑の学年の代表曲ともいえる。緑の学年の爽や
　　かさと勝利に向けた密かな闘志の現れた力強い1曲です。

①　れもんの歌
　→代々受け継がれてきた曲の一つ。かわいらしい印象も
　　ありながら力強さも兼ね備えている黄色の代表曲とも
　　いえる歌です。
②　獅子の歌
　→アップテンポで力強く勝利まで駆け上るような強さが
　　込められている曲です。これも①同様受け継がれてき
　　ている曲の1つです。
③　13代目黄色応援歌
　　→13代目黄色が高3の体育祭応援交歓に向けて作った
　　　曲です。13代目黄色の絆と６年間を振り返り、その
　　　集大成を発揮できるように思いを込めました。

アームカバーをうまく利用して
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紫第一応援歌紫第一応援歌
希望に満ちた心と夢に見たこの日
辿り着いたこの場所
今咲き誇れ我らの闘志
輝く希望と勝利のために

希望に満ちた心と夢に見たこの日
辿り着いたこの場所
今咲き誇れ我らの闘志
輝く希望と勝利のために

緑
第 2応援歌第 2応援歌
１．見渡すとそこには緑　さざめく木立ちと　
　　波打つ稲穂　みんなでともに緑の丘を　
　　風かおる五月　われら実りのとき
２．見上げるとそこには緑　きらめく木漏れ陽　
　　さざめく青葉　希望は緑の風に包まれ　
　　風かおる五月　われら勝利のとき

１．見渡すとそこには緑　さざめく木立ちと　
　　波打つ稲穂　みんなでともに緑の丘を　
　　風かおる五月　われら実りのとき
２．見上げるとそこには緑　きらめく木漏れ陽　
　　さざめく青葉　希望は緑の風に包まれ　
　　風かおる五月　われら勝利のとき

れもんの歌れもんの歌
若い力は　青空に映え
光のように　突き進む
勝利を目指して　燃え上がる
我らの心の　その奥の
大きな希望　れもんの色の

若い力は　青空に映え
光のように　突き進む
勝利を目指して　燃え上がる
我らの心の　その奥の
大きな希望　れもんの色の 獅子の歌獅子の歌

獅子のように　駆け抜けて　
熱き心　今 1つになる
命かけて咲き誇り　われら大地を黄で染める

獅子のように　駆け抜けて　
熱き心　今 1つになる
命かけて咲き誇り　われら大地を黄で染める

13代目黄色応援歌13代目黄色応援歌
遠くに見えた未来は　気づけばここに迫りくる　
（気づけばここに迫りくる）
振り返らずに　走り続ける　光への道を　
仲間とともに歩んだ日々を胸に（胸に）
輝く瞳と　絆を信じて

遠くに見えた未来は　気づけばここに迫りくる　
（気づけばここに迫りくる）
振り返らずに　走り続ける　光への道を　
仲間とともに歩んだ日々を胸に（胸に）
輝く瞳と　絆を信じて

いろとりどりの　校庭に（校庭に）　
勝つと信じて　飛び跳ね躍る
明るく輝く　我らの色
見よ　青い森　武蔵野の
見よ　青い水　多摩川の
見よ　富士山の青いはだ

いろとりどりの　校庭に（校庭に）　
勝つと信じて　飛び跳ね躍る
明るく輝く　我らの色
見よ　青い森　武蔵野の
見よ　青い水　多摩川の
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彼方に伝わる　青き伝説を
今呼び覚ませ　煌めく光
燃え盛る炎　　我が色に
雲一つも無い　青空飛び立ち舞う
空も大地も　　追い風となり
掴み取れ　　　我ら勝利

彼方に伝わる　青き伝説を
今呼び覚ませ　煌めく光
燃え盛る炎　　我が色に
雲一つも無い　青空飛び立ち舞う
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紫第二応援歌紫第二応援歌
飛び行く紫龍の速さより
　　勢い強く飛び行く我ら
　　　　鱗に輝く希望と共に
　　　　　　勝利に向かって突き進め

飛び行く紫龍の速さより
　　勢い強く飛び行く我ら
　　　　鱗に輝く希望と共に
　　　　　　勝利に向かって突き進め
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他学年からの印象

この写真は13代目緑の方が
高3の時の応援交歓の写真
です。鮮やかな衣装に力強い
演技に引き込まれました！

1位！！

『誇りを胸に花咲かせ　
　　ここに輝け黄色の魂！』
『誇りを胸に花咲かせ　
　　ここに輝け黄色の魂！』

他 2曲もご紹介！

「青　応援歌」（中３）
代々受け継がれてきた歌✨
歌詞表などは受け継いでおらず
YouTube 等の動画から歌詞を判断したのだとか。
曲名も現在の青が楽譜として配る際に設定したもの！
初めて歌った曲であるため特に思い入れがある楽曲だそうです！

「新応援歌２０２４」（第 13代目青　高１）
その年の応援のテーマ “祭り” をイメージして、
新たに創作したそうです。校内のアンケートでは
「ジブリの曲みたいで好き」との声が多数
寄せられていました！聴いていて胸が高まる
素敵な一曲ですね！
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36期　白峰会（10月26日 調布クレストンホテル）

40期  紅鶯の会（10月13日 調布市文化会館たづくり大会議場）

44期　翡翠の会（12月7日 桐朋短大食堂）

39期  たんぽぽ（7月14日 シンフォニー・モデルナ号エンペラールーム）

41期　ひのえうまの会（11月23日 調布クレストンホテル）

45期　平成元年きいろの会（11月16日 桐朋短大食堂） 66期　天馬の会（12月１日 人
レ ン レ ン レ ン

人人東京ビルTOKAI店）

（2024年４月〜2025年３月）
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16期　紅凌会（6月6日 調布クレストンホテル）

29期　樟（くすのき）会（５月26日 調布クレストンホテル）

32期　樹の会（11月30日 調布クレストンホテル）

25期　むらさき25（10月20日 短大食堂）

22期　スカーレットの会（３月27日 京王プラザホテル）

26期　萌の会（6月29日 渋谷エクセル東急）

30期　ホワイト会（Why.,&）（11月３日 学食）

34期　紅会（11月9日 調布クレストンホテル）

同 期 会 だ よ り
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（2024年４月〜2025年３月）同 期 会 だ よ り

前田直知先生との思い出
　突然のご訃報に接し驚きを隠せません。今にも” オッちゃん”
と笑顔で呼びかけてくださったお姿が目に浮かびます。先生と生
徒としての6年間、そして講師として30年以上にわたりご一緒さ
せていただいた学校生活は、今も私にとってかけがえのない思い
出です。　
　先生と初めてお会いしたのは、私が中学１年生、先生が赴
任して2年目の時でした。クラブ活動を決める” お試し期間” の
時、先生が顧問をなさっていたソフトボール部に仮入部しました。
何回かノック練習もしていただき、楽しかったことを思い出します。
結果的に本入部は体操部に決めましたが、当時の若 し々い元気
なお姿は今も鮮明に覚えています。
　先生は「桐朋教育」の原点である「生徒の自主性」を重んじ、
それを温かく見守る教育を実践されてきました。それを実感したの
が、先生に担任をしていただいた高校2年生のときでした。私た
ちに体育祭の新しいプログラムとして集団演技（マスゲーム）を
作成するよう提案されました。当時の体育祭は秋に行われていま

したので、準備期間は十分にありま
したが、まったくのゼロからのスタート
でした。作成は、企画委員数名が
夏休み返上で取り組み、伴奏曲も
完成し、合同練習も重ね、無事に
体育祭で発表することができました。
これをきっかけに、学年全員による
創作発表が体育祭の伝統になったこ
とを記憶しています。
　また、先生は22期スカーレットの会には毎回出席してください
ました。2025年の3月に私たちの「喜寿を迎える会」を先生ご
発案のもと開催する計画を立て、ご出席の強いご意向をお持ち
でしたが、体調の関係から残念ながらご出席はかないませんでし
た。
　桐朋教育に全力投球なさった前田先生、どうぞごゆっくりお休
みください。謹んでご冥福をお祈りいたします。

� 22期赤　島宮　衣津子（旧姓：押尾）

みんなの掲示板

79期　紫蝶の会（１月13日成人の日　京王プラザホテル）

前年号に16期・18期のお写真が掲載できませんでした。
また11期の同期会は、音楽科のものでした。

ご心配とご迷惑をおかけいたしました。お詫び申し上げましす。

お天気にも恵まれ、
オリンピアン高橋侑子さんの興味深いお話、
恒例になった学年色対抗オリエンテーリング、
缶バッジ作り、ピアノ演奏や
体育祭応援交換映像など
皆様それぞれに楽しんでくださいました。
（詳細はHPをご覧ください）

18
期
　
こ
ぶ
し
の
会

一
昨
年
度
、
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

16期　紅凌会（2023年３月３日 調布クレストンホテル）
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香 り高 く、ふくよかな味 わい

桑 乃都

〒 東京都八王子市八木町
有限会社 小澤酒造場
代表取締役 角田 房子
緑雲の会 期（緑）

電話・ ・メールにて１本からご注文承ります

全国配送可能

創業 1926年 八王子の日本酒蔵元 

ホホーームム
  カカミミンンググデデーー

デコクレイクラフト
（33期河原美香子さん企画）

水引制作
（50期徳田貴子さん企画）

ワークショップも
複数企画！

1111月月2929日日（土）（土）1313::1515〜〜1616::3030

受付：本館ロビー 13：15〜
　　　校舎／グラウンド 13：30〜 学年色対抗オリエンテーリング

部活見学
　　　本館 13：30〜 ワークショップ！

水引作成／クレイアート　など

　　　ポロニアホール 14：30〜 新旧先生方のメッセージ動画放映
現役ギター部／現役合唱班の発表   など

昨年は お天気にも恵まれ、
オリンピアン高橋侑子さんの興味深いお話、
恒例になった学年色対抗オリエンテーリング、
缶バッジ作り、ピアノ演奏や
体育祭応援交換映像など
皆様それぞれに楽しんでくださいました。
（詳細はHPをご覧ください）

＊詳細は11月以降公式HP・Instagram等にてご確認ください。
＊雨天決行ですが急な天候状況や感染症等により変更が生じる場合があります。

Program（予定）

現役生徒との
世代を超えた交流を
　　楽しみましょう！

今年は登校日開催！HOMECOMINGDAY
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桐朋会へのお問合せはホームページから受け付けます　　桐朋会ホームページ　https://www.tohokai-official.jp

　
同
窓
生
の
皆
様
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
で
す
か
。
学
校
に
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
學
園
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
感
性
を
育
む
桐
朋
女
子
の
教
育

　

サ
ン
デ
ー
毎
日
の
『
高
校
「
中
高
一
貫
」

の
実
力
を
示
す
最
新
ト
レ
ン
ド
』
と
い
う
特

集
で
、
桐
朋
女
子
の
「
美
大
へ
の
強
さ
」
を

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
も
他

の
教
育
雑
誌
で
中
高
一
貫
校
の
芸
術
大
学
合

格
者
ラ
ン
キ
ン
グ
四
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
従
来
か
ら
多

か
っ
た
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
以
外
に
、
デ
ザ
イ

ン
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
分
野
へ
と
幅
が
広
が

っ
た
こ
と
に
も
着
目
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
本
校
の
進
路
指
導
部

主
任
が
、
高
校
の
科
目
選
択
の
自
由
度
や
、

高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
生
徒
が
興
味

を
持
つ
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　
高
校
で
は
「
素
描
特
講
」
や
「
西
洋
美
術

史
特
講
」、「
日
本
美
術
史
特
講
」
な
ど
の
自

由
選
択
科
目
が
あ
り
、
よ
り
深
く
専
門
的
な

技
術
と
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
も
昔
も
学
年
ご
と
に
企
画
さ
れ

る
芸
術
鑑
賞
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
い
こ

と
も
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
機
会
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
二
〇
二
五
年
度
の
先
生
方

　
今
年
の
先
生
方
の
配
属
学
年
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
懐
か
し
い
お
名
前
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。（　
）内
は
担
当
教
科
で
す
。

校
長　
内
田
美
保
子

理
事　
松
原　
秀
樹

《
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
》

　
ブ
ロ
ッ
ク
主
任　
吉
崎
亜
由
美
（
社
）

　
中
１
黄　
主
任　
輿
水　
祐
子
（
数
）

　
　
　
　
　
Ａ
組　
山
方　
美
絵
（
理・化
）

　
　
　
　
　
Ｂ
組　
瀧
田　
　
義
（
芸・美
）

　
　
　
　
　
Ｃ
組　
武
居　
聖
子
（
国
）

　
　
　
　
　
Ｄ
組　
小
関　
純
一
（
理・地
）

　
　
　
　
　
Ｅ
組　
深
田　
達
彦
（
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
志
万
康
代
（
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田　
依
利
（
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋　
　
瞳
（
英
）

　
中
２
緑　
主
任　
三
輪　
　
至
（
社
）

　
　
　
　
　
Ａ
組　
齊
藤　
秀
和
（
芸・音
）

　
　
　
　
　
Ｂ
組　
冨
士
真
由
美
（
英
）

　
　
　
　
　
Ｃ
組　
白
石　
直
実
（
体
）

　
　
　
　
　
Ｄ
組　
飯
田
百
合
子
（
国
）

　
　
　
　
　
Ｅ
組　
富
樫　
高
人
（
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
生　
る
み
（
英
）

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田　
紗
代
（
理・物
）

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
付　

Joy C
ario

《
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
》　

　
ブ
ロ
ッ
ク
主
任　
荒
井　
　
仁
（
国
）

　
中
３
紫　
主
任　
坂
田　
典
生
（
体
）

　
　
　
　
　
Ａ
組　
平
井　
浩
美
（
数
）

　
　
　
　
　
Ｂ
組　
志
賀　
穂
高
（
理・物
）

　
　
　
　
　
Ｃ
組　
高
田
雄
一
郎
（
芸・美
）

　
　
　
　
　
Ｄ
組　
水
谷　
洋
輔
（
英
）

　
　
　
　
　
Ｅ
組　
菊
川　
彩
香
（
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
田　
珠
明
（
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　
冨
江　
広
樹
（
英
）

　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤　
芳
宏
（
社
）

　
高
１
白　
主
任　
山
口　
舞
子
（
理・化
）

　
　
　
　
　
Ａ
組　
平
柳　
勇
二
（
体
）

　
　
　
　
　
Ｂ
組　
菅
原
ち
あ
き
（
数
）

　
　
　
　
　
Ｃ
組　
平
福
規
予
子
（
芸・音
）

　
　
　
　
　
Ｄ
組　
村
上　
淳
美
（
英
）

　
　
　
　
　
Ｅ
組　
武
田　
英
宏
（
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本　
　
發
（
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
峯　
　
和
彦
（
国
）

《
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
》

　
ブ
ロ
ッ
ク
主
任　
福
村　
典
子
（
家
）

　
高
２
青　
主
任　
今
関　
光
枝
（
英
）

　
　
　
　
　
Ａ
組　
千
坂　
美
樹
（
国
）

　
　
　
　
　
Ｂ
組　
齋
藤　
裕
士
（
数
）

　
　
　
　
　
Ｃ
組　
鹿
倉　
史
生
（
理・生
）

　
　
　
　
　
Ｄ
組　
中
野　
　
浄
（
社
）

　
　
　
　
　
Ｅ
組　
藤
原
さ
と
こ
（
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本　
江
美
（
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本　
智
晃
（
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
木　
一
優
（
英
）

　
高
３
赤　
主
任　
荒
井　
綾
美
（
理・生
）

　
　
　
　
　
Ａ
組　
布
施
雄
一
朗
（
国
）

　
　
　
　
　
Ｂ
組　
長
谷
川
郁
子
（
芸・音
）

　
　
　
　
　
Ｃ
組　
𣘺
本　
剛
明
（
数
）

　
　
　
　
　
Ｄ
組　
仁
井　
貴
士
（
数・情
）

　
　
　
　
　
Ｅ
組　
𠮷
川　
陽
大
（
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
天
野　
　
彩
（
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋　
南
帆
（
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ち
ひ
ろ
（
英
）

《
教
務
》　　
主
任　
岩
田
堅
太
郎
（
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
上
田　
真
弓
（
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
長
田　
　
学
（
理・化
）

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
大
介
（
体
）

《
教
育
研
究
所
》

　
　
　
　
　
主
任　
岡
野
屋
宏
一
（
芸・書
）

《
図
書
館
》　
主
任　
鈴
木　
素
子
（
司
書
）

《
保
健
室
》　
主
任　
前
田　
美
鈴
（
養
護
）

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
衣
麻
理
（
養
護
）

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
河　
輝
美
（
養
護
）

《
育
休
》　　
　
　
　
鶴
町　
優
実
（
国
）

以
上
の
先
生
方
の
他
に
、
非
常
勤
講
師
と
し

て
五
八
名
の
先
生
方
（
外
国
人
講
師
含
む
）

が
桐
朋
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
に
関
し
て

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
例
年
行
っ
て
い
る
制
服
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ザ
ー
は
二
〇
二
三
年
度
、
久
し
ぶ
り

と
な
る
対
面
販
売
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
に
大
切
な
制
服

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
現
在
二
〇
一
七
年
度
改
訂
以
前
の
制
服
は

回
収
を
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
改
定
後
の
制

服
に
加
え
、
体
操
着
や
白
衣
等
は
引
き
続
き

寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ

け
る
場
合
は
、
お
送
り
い
た
だ
い
て
も
、
直

接
学
校
に
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
郵
送
の
場
合
は
、
左
記
宛
て
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《
送
り
先
》

　
〒
一
八
二
―
八
五
一
〇　

　
　
調
布
市
若
葉
町
一
―
四
一
―
一

　
　
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校

　
　
　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
職
員
室　
武
居
聖
子
宛

＊�

「
制
服
在
中
」
と
書
き
添
え
て
い
た
だ
け

る
と
助
か
り
ま
す
。
詳
し
い
情
報
は
学
校

Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
ご
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
中
高
を
含
む
女
子
部
門
は
、
教
育
環
境
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
寄
付
金
を
受
け
付
け
る
サ

イ
ト
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
一
口
三
〇
〇
〇

円
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
決
済
で
き
ま
す
。
母
校
の
た

め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

https://toho.ac.jp/contribution/

（
文
責　
副
校
長　
岩
田
堅
太
郎
）
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instagram Facebook LINE
tel : 090-2339-7831
Email : gallery.cafe.nicco@gmail.com

カフェは曜日によって　シェフが代わりいろいろなお料理が楽しめます。
ギャラリーは展示作品により、雰囲気が変ります。  日曜日は貸切で、ミニクラス会・
料理教室・ワークショップ・ミニコンサートなどお好きにご利用いただけます。　
不定期ですが、三浦利文先生の作品の展示をさせていただいてます。
学年・桐朋・世代を超えて縁を広げています。

ギャラリー併設のカフェ アートが楽しめるカフェ

〒164-0012  東京都中野区本町6-26-8 ライオンズミレス新中野1階
 （東京メトロ 丸ノ内線　新中野駅下車　徒歩3分）

新倉 由紀子（28期赤）

寄付を頂いた方 （2024年4月～ 2025年3月）

40期 及川修子様 ／ 46期 神戸様 ／ 34期 紅会様
30期 同期会様 ／ HCDワークショップ参加者様
HCD参加者有志の皆様 ／ 役員・事務局
46期 堀田若葉様 　　　　　　　　　（日付順です）

ありがとうございます。
18期 こぶしの会様  �昨年度個人名でお出ししてしまいました。

大変失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年度　　桐朋会　　予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2025年4月1日から2026年3月31日まで）

1一般会計 　　　　　　　<単位：円＞
収入の部 2024年度予算 2024年度決算 2025年度予算 予算差額 備考

前期繰越金① 10,117,243 10,117,243 1,967,886 -8,149,357
会費収入 3,850,000 3,850,000 3,875,000 25,000 81期新卒会員（25000円×155名）
寄付金 163,346 0 0
名簿代金 2,000 0 0

記念事業関連費 0 0 0
受取利息 1,853 0 0
雑収入 6,959 0 0

当期収入合計② 3,850,000 4,024,158 3,875,000 25,000
収入合計③（①+②） 13,967,243 14,141,401 5,842,886 　

支出の部 2024年度予算 2024年度決算 2025年度予算 予算差額 備考
行事費 350,000 169,602 250,000 -100,000 幹事総会関連/パネル他

会報関連費 2,700,000 2,497,680 2,700,000 0 みずぎり（発送費含む）
TOCP関連費 1,100,000 1,078,880 450,000 -650,000 名簿管理システム使用、保守料

生徒会後援費 80,000 0 80,000 0 大会出場祝い金
卒業記念品費 200,000 200,000 200,000 0 卒業記念品分担金
記念事業関連費 0 0 0 0

人件費 720,000 682,000 720,000 0 事務局員3名分給与
会議費 60,000 27,744 40,000 -20,000

慶弔渉外費 60,000 10,000 60,000 0
通信・郵送・運送費 80,000 60,457 70,000 -10,000 電話代/郵便料金　他

IT関連費 40,000 7,055 10,000 -30,000 IT関連機器　他
交通費 250,000 131,408 150,000 -100,000 役員/会計監査/事務局

備品・消耗品費 60,000 73,489 40,000 -20,000 事務用品
印刷費 50,000 23,100 40,000 -10,000 コピー代/桐朋会しおり
雑費 25,000 12,100 20,000 -5,000 貸金庫/各種手数料　他
予備費 992,243 0 1,012,886 20,643

基金へ繰入 7,200,000 7,200,000 0 -7,200,000 2024/04/04三菱UFJ銀行へ資金移動
当期支出合計④ 13,967,243 12,173,515 5,842,886 -8,124,357

次年度繰越金③-④ 0 1,967,886 0
支出合計 13,967,243 12,173,515 5,842,886

2基金の部 　　　　　　　<単位：円＞
期首繰越残高（2025.4.1現在）

三菱UFJ銀行 8,000,170
三井住友銀行 1,502,743
ゆうちょ銀行（通常） 1,879,382
ゆうちょ銀行（定期） 2,000,000
芝信用金庫（定期） 8,000,000 21,382,295

収入 *新入会員の積立なし 0

支出 一般会計への繰入 0

期末繰越残高（2025.3.31決算）
三菱UFJ銀行 8,000,170
三井住友銀行 1,502,743
ゆうちょ銀行（通常） 1,879,382
ゆうちょ銀行（定期） 2,000,000
芝信用金庫（定期） 8,000,000 21,382,295

*名簿管理システム保守料＆サーバー・ドメイン使用料
2025年～2029年3月：430.980円/年　2029年4月～：298.980円/年

♦
二
〇
二
四
年
度
事
業
報
告
♦

四　
月	
入
学
式　
会
長
列
席

	
役
員
会

	

二
〇
二
三
年
度
会
計
監
査

五　
月	

役
員
会

	

幹
事
総
会

六　
月	

役
員
会　
※
臨
時
役
員
会

七　
月	

役
員
会　
※
臨
時
役
員
会

八　
月	

臨
時
幹
事
総
会
（
書
面
）

九　
月	

役
員
会

	

桐
朋
祭
参
加（
入
試
情
報
室
）

一
〇
月	

役
員
会

	

二
〇
二
四
年
度
中
間
会
計
監
査

一
一
月	

「
み
ず
ぎ
り
」
発
行
・
発
送

	

新
会
員
保
護
者
へ
の「
桐
朋
会
」

	

説
明

	

役
員
会

	

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

一
二
月	

新
会
員
へ
の
説
明
会

	

（
八
一
期
卒
業
予
定
者
・
黄
）

	

役
員
会

一　
月	

役
員
会

	�


八
一
期
生「
み
ず
ぎ
り
」担
当
者

と
特
集
ペ
ー
ジ
の
打
合
せ

二　
月	

役
員
会

三　
月	

卒
業
式　
会
長
列
席

	

役
員
会
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
開
催
）

■
訃
報

　
片
山　
保
先
生　
（
享
年　
七
六
歳
）

　
　
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校　
社
会
科
・
政
治
経
済
・
倫
理

　
　
令
和
六
年
五
月
一
六
日　
ご
逝
去

　
中
村（
石
井
）八
重
子
先
生

　
　
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校　
保
健
体
育
科

　
　
令
和
七
年
一
月
二
三
日　
ご
逝
去

　
前
田　
直
知
先
生　
（
享
年　
八
九
歳
）

　
　
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校　
保
健
体
育
科

　
　
令
和
七
年
四
月
二
八
日　
ご
逝
去

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

♦
二
〇
二
五
年
度
桐
朋
会
役
員
♦

会　
　
長　
千
葉　
裕
子　
（
三
〇
期)

副
会
長　
鮎
澤　
宏
子　
（
三
三
期
）

　
　
　
　
　
德
田　
貴
子　
（
五
〇
期
）

　
　
　
　
　
田
邊
真
理
子　
（
五
九
期
）

会　
計　
　
若
林
久
美
江　
（
三
四
期
）

　
　
　
　
　
小
代　
智
美　
（
三
六
期
）

　
　
　
　
　
森
川
彩
恵
子　
（
四
五
期
）

書　
記　
　
桑
原　
ル
カ　
（
四
一
期
）

　
　
　
　
　
加
藤　
　
愛　
（
五
七
期
）

　
　
　
　
　
藤
崎　
央
佳　
（
七
二
期
）

会
計
監
査　
森
田
美
穂
子　
（
三
六
期)

　
　
　
　
　
真
野
由
香
利　
（
四
〇
期
）

　
　
　
　
　
林
田　
紀
子　
（
四
七
期
）

事
務
局　
玉
井　
理
恵　
（
四
二
期
）

　
　
　
　
　
浅
岡
祐
貴
子　
（
五
九
期
）

　
　
　
　
　
小
谷
田
美
恵
子（
三
四
期
）

桐
朋
会
だ
よ
り

桐朋会へのお問合せはホームページから受け付けます　　桐朋会ホームページ　https://www.tohokai-official.jp
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もう一度、桐朋で。もう一度、生徒として。
懐かしい仙川の地で学んでみませんか。

桐朋講座

お問い合わせはお気軽に！

講師  /  岩切 誠

 漢字書道全科

 ２０２５年後期 
受講生募集中！

ご体験・ご見学は無料です。（要予約）
ぜひお友達とご一緒にぜひお越しください。

●電話     03-3300-2119
●メール tohoinst@toho.ac.jp

講師 /  柏倉  美由喜 

ガラス食器に彫る感動

講師  /  重田 宣晴

西洋美術史の旅

講師  /  花牟禮 亜聖

ペーパーデザイン

桐朋講座
ホームページ

もう一度、桐朋で。もう一度、生徒として。
懐かしい仙川の地で学んでみませんか。

２０２５年後期 
受講生募集中！

桐朋講座
ホームページ

ご体験・ご見学は無料。（要予約）ぜひお友達とご一緒にぜひお越しください。

  TEL 03-3300-2119 メール  tohoinst@toho.ac.jp

講師  /  岩切 誠

 漢字書道全科

講師 /  柏倉  美由喜 

ガラス食器に彫る感動

講師  /  重田 宣晴

西洋美術史の旅

講師  /  花牟禮 亜聖

ペーパーデザイン

お問い合わせはお気軽に！

桐朋講座

42期 White Power
卒業40周年記念同期会

連絡先：tohokai.42white@gmail.com

2025年11月29日（土）
11:45スタート

第１部 コンサート/第２部 懇親会

↑
詳細・出欠のご連絡は

こちらから
ハガキでの案内は出状しません。
声を掛け合って広めてください！

桐朋女子仙川校舎にて開催!!

誌面での送付が必要ない方はホームページ
よりお手続きをお願い致します。

『みずぎり』はスマホやPCで
最新版を含む過去５年分を
閲覧いただくことができます！

　編集後記

桐朋会では、イベント等を一緒に盛り上げてくださるボランティアの方を、
学年・幹事等に関係なく募集しています。
例えば…『みずぎり』の記事を書いてみたい
　　　　ホームカミングデーでアイデアをだしたい！
などなど、得意なこと・好きなことを活かしてみませんか？
なかなか交流することの無い他学年の同窓生と知り合うチャンスです！
あなたのお力を是非お貸しください！
ご連絡はホームページ内のお問い合わせページよりおねがいいたします。

本号も最後までお読みいただき、誠にありがとうござい
ました。会員の皆さまから寄せられる温かなお声やご支
援が、編集の大きな励みとなっております。81期黄色（琥
珀の会）の特集では、現役生徒のインタビューに卒業生
が応えるという、心温まるコーナーをお届けすることが
できました。これからも世代を越えたつながりを大切に、
読み応えのある『みずぎり』をつくってまいります。ご
協力くださいました皆さまに、心より感謝申し上げます。

『みずぎり』2024年号特集今昔桐朋物語の中の、「部活動今と昔」に於いて剣道部が漏れておりました。
関係者の皆さまにご不快な思いをさせてしまい、大変申し訳ありません。

『みずぎり』を
Web版で!

　　　　一緒に盛り上げてくださる方、大募集！

今年度の卒業記念品は

　　「ReFaのコーム」と
　　「校章入り化粧ポーチ」

ご卒業、おめでとうございます。
そして、ようこそ！ 桐朋会へ！

81期卒業記念品

お知らせ
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